
平成20年1月28日

（ＵＲＬ　http://www.fukuoka-fg.com/）

 取締役会長兼社長　　　　谷　　正　明

 執行役員経営企画部長　　吉 田　泰 彦

（百万円未満切捨て）

本開示資料に記載する数値は、監査法人による監査を受けておりません。

（１）連結経営成績 　　　　（％表示は対前年同四半期増減率）

(注)当社は、平成19年４月２日設立のため、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

％

(注)連結自己資本比率（第二基準）は、確定次第別途開示いたします。

２．平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月２日～平成20年３月31日）　

平成19年11月20日発表の業績予想に変更はございません。

３.その他

（１） ：　有

（２） ：　有

（３） ：　無

〔（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】　４．その他をご覧ください。〕
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平成20年３月期　第３四半期財務・業績の概況

１株当たり純資産

百万円 百万円

20年３月期第３四半期 11,613,859 600,976

円

自己資本比率総資産 純資産

4.6

－　20年３月期第３四半期 27  25  －　

円 銭 円 銭

％

経常収益

１株当たり四半期
純利益

潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益

上場取引所　　東証第一部、大証第一部、福証

ＴＥＬ（０９２）７２３-２５０２

１．平成20年３月期第３四半期の連結業績（平成19年４月２日～平成19年12月31日）

問合せ先責任者

代 表 者

株式会社　ふくおかフィナンシャルグループ

８３５４ 

上場会社名

コード番号

（－）

四半期純利益経常利益

％

39,232 21,694

％

（－）20年３月期第３四半期 （－）197,492

期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会
社の異動）
〔新規　１社　（社名　株式会社　親和銀行）　　除外　－社　〕

会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無

最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は予想値と異なる結
果となる可能性があります。

百万円 百万円 百万円
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㈱ふくおかフィナンシャルグループ（8354）平成20年3月期第3四半期財務・業績の概況

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）会計処理の方法における簡便な方法の採用

【簡便な手続きの内容】

（３）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更

　当第３四半期における税金費用につきましては、簡便法による税効果会計を適用しているため、法人
税等調整額は四半期連結損益計算書「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。

　預金の期末残高は、９兆９，３９４億円、譲渡性預金の期末残高は、４，１６０億円となりました。

　有価証券の期末残高は、安全性と収益性の両面に留意して投資の多様化を図りました結果、
２兆４，０６８億円となりました。なお、有価証券の大部分を占める「その他有価証券」の評価差益
は、４２４億円となりました。

　お客さまの多様化する資産運用ニーズにお応えいたしました結果、個人預かり資産残高は、
１兆３，５２８億円（投資信託４，６９３億円・個人年金保険３，１０９億円・外貨預金３３１億円・
公共債５，３９６億円）となりました。

　当社は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり投資者等の利害関係者
の判断を大きく誤らせない範囲で一定の簡便な手続を採用しております。

　当社は、平成19年４月２日に株式会社福岡銀行と株式会社熊本ファミリー銀行の共同株式移転により設
立されました。また、同年９月28日に株式会社親和銀行の第三者割当増資を引き受け、新たに同行が当社
グループに加わりました。

　当社グループは、広域展開型地域金融グループとして、グループ一体の経営戦略を展開し、広範なネッ
トワークによる充実したサービスを展開してまいります。また、経営資源を有効に活用したビジネスモデ
ルの共有により、経営統合によるグループシナジー（相乗）効果を早期に実現してまいります。

　当第３四半期は、親和銀行の完全子会社化を機に刷新した「第二次中期経営計画」（計画期間2007年10
月～2010年３月）諸施策を積極的に実行し、以下のとおりとなりました。

　連結経常収益は、貸出金利息等資金運用収益および役務収益の拡大に努めた結果１，９７４億９千２百
万円となりました。連結経常費用は、お客様サービス向上に向けた店舗改装等の設備投資の増加及び株式
等減損損失の計上により、１，５８２億５千９百万円となりました。その結果、連結経常利益は、
３９２億３千２百万円、連結四半期純利益は、２１６億９千４百万円となりました。

　該当ありません。

（１）預金・譲渡性預金

　　平成19年11月20日発表の業績予想に変更はありません。

（２）貸出金

（４）資産運用商品

　新規　１社　　　株式会社　親和銀行

　株式取得により平成19年9月28日から株式会社親和銀行を連結子会社としております。

（３）有価証券

　貸出金の期末残高は、地元企業を中心とした新規取引の開拓や総合取引の拡大に努め、また個人のお
客さまの住宅ローンをはじめとしたニーズにも積極的にお応えいたしました結果、８兆１２６億円とな
りました。

　貸倒引当金につきましては、12月末時点の債務者格付けに基づく対象残高に、子銀行の中間会計期間
（平成19年４月１日～平成19年９月30日）で使用したデフォルト率等あるいは、貸倒実績率等を適用し
て算出しております。
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（1）四半期連結貸借対照表
(単位：百万円)

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
２．当社は平成19年４月２日設立のため、前年同四半期末及び前期末の計数は記載しておりません。

1,529

負債の部合計

0

投資損失引当金 △58

(株主資本合計）

資本剰余金

(473,053)
自己株式

245,922
104,699

純資産の部合計 600,976

(評価・換算差額等合計） (71,324)
少数株主持分 56,598

26,231
△ 1,468
46,561

318

10,026

32,997

（純資産の部）

支払承諾

資本金

利益剰余金

土地再評価差額金

その他有価証券評価差額金

繰延ヘッジ損益

65,789

416,002

244

122,061
137,039

190,735
0

金　　額

9,939,496

88,095

7,374

△269,670

11,613,859

97,624

2,406,881

10,157
173,835

増　　　減

(B)－(A)
(平成20年３月期

530,790

金額 増減率

現金預け金

コールローン及び買入手形

特定取引資産

有価証券

買入金銭債権

金銭の信託

科　　目

金　　額 金　　額

（資産の部）

前年同四半期末(A) 当四半期末(B)

(平成19年３月期

外国為替

その他負債

社債

借用金

債券貸借取引受入担保金

特定取引負債

貸出金

その他資産

コールマネー及び売渡手形

譲渡性預金

支払承諾見返

資産の部合計

預金

（負債の部）

貸倒引当金

外国為替

退職給付引当金

再評価に係る繰延税金負債

負ののれん

利息返還損失引当金

その他の偶発損失引当金

睡眠預金払戻損失引当金

５．四半期連結財務諸表

第３四半期末) 第３四半期末)

5,585
8,012,661

126,296
有形固定資産 181,641

56,116繰延税金資産

無形固定資産 190,345

負債及び純資産の部合計 11,613,859

88,095
11,012,883

△ 2,367

124,799

(参考)前期末

（平成19年３月期末）

1,173

3,556
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(単位：百万円)

（ ）

（ ）

（ ）

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
２．当社は、平成19年４月２日設立のため、前年同四半期及び前期の計数は記載しておりません。

資金調達費用

その他業務費用

17,248

0

10,736

四半期純利益　　         

(うち有価証券利息配当金)

税金等調整前四半期純利益　　

法人税、住民税及び事業税

その他業務収益

その他経常収益

経常費用

特別利益

特定取引費用

役務取引等収益

前年同四半期(A)
(平成19年３月期
第３四半期)

当四半期(B)
(平成20年３月期
第３四半期)

(2)四半期連結損益計算書

科　　　目

金　　額 金　　額 金　　額

(参考)　前期

平成19年３月期

増　　　減

(B)－(A)

金額 増減率

197,492

資金運用収益

(うち貸出金利息)

144,866

111,258

29,081

経常収益

特定取引収益

158,259

7,809

35,629

386

30,972

13,457

法人税等調整額

営業経費

(うち預金利息)

役務取引等費用

特別損失

その他経常費用

経常利益　              39,232

81,510

10,065

20,317

2,446

1,378

21,694

767少数株主利益

－

38,165

15,703
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㈱ふくおかフィナンシャルグループ（8354）平成20年3月期第3四半期財務・業績の概況

(3)四半期連結株主資本等変動計算書

当四半期（自　平成19年４月２日　至　平成19年12月31日）
（単位：百万円）

（単位：百万円）

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
２．当社は、平成19年４月２日設立のため、前年同四半期及び前期の計数は記載しておりません。

△ 2,215連結子会社の増加

－

土地再評価差額金の取崩 393

自己株式の消却

393

連結子会社の増加 △ 2,215 △ 2,215

土地再評価差額金の取崩 393

自己株式の消却 △ 31,551

株　主　資　本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株 主 資 本
合 計

平成19年３月31日残高 79,890 58,165 231,025

△ 31,781 31,387

△ 10,758 358,322

四 半 期 連 結 会 計
期 間 中 の 変 動 額

株式移転による増減 20,109 43,060

新株の発行 24,799 29,666 54,465

△ 7,190剰余金の配当 △ 7,190

四半期純利益 21,694

114,730

株主資本以外の項目の
当四半期連結会計期間
中の変動額（純額）

21,694

△ 177 △ 177

16,372

31,551 －

473,053

四 半 期 連 結 会 計
期 間 中 の 変 動 額 合 計

44,908

平成19年12月31日残高 124,799 104,699 245,922

46,533 14,897 8,391

少 数 株 主
持 分

純 資 産
合 計

その他有価
証 券 評 価
差 額 金

繰 延 ﾍ ｯ ｼ ﾞ
損 益

土地再評価
差 額 金

評価・換算
差額等合計

51,393 502,506

四 半 期 連 結 会 計
期 間 中 の 変 動 額

平成19年３月31日残高

31,387

54,465

△ 7,190剰余金の配当

自己株式の処分 16,372

株主資本以外の項目の
当四半期連結会計期間
中の変動額（純額）

△ 19,681 △ 1,390 △ 393 △ 21,465 5,205 △ 16,260

四 半 期 連 結 会 計
期 間 中 の 変 動 額 合 計

△ 19,681 △ 1,390 △ 393 △ 21,465 5,205 98,470

平成19年12月31日残高 26,231 △ 1,468 46,561 71,324 56,598 600,976

自己株式の取得

5,359 11,013

92,790△ 77 46,955

自己株式の処分

四半期純利益

自己株式の取得

新株の発行

株式移転による増減

45,912

評　価　・　換　算　差　額　等

△ 2,367

△ 177

21,694
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（４）セグメント情報

【所在地別セグメント情報】
全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報
の記載を省略しております。

【事業の種類別セグメント情報】
連結会社は、銀行業以外に保証業及び債権管理回収業等を営んでおりますが、それらの事業の全セグ
メントに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。
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平成平成1919年度第年度第33四半期四半期

決算説明資料決算説明資料

～補足説明～
　
●

● 本説明資料では、各計数の定義を次のとおりとしております。
【FFG連結】 :ふくおかフィナンシャルグループ連結の計数
【3行グループ合算】

【3行合算】 :福岡銀行、熊本ファミリー銀行、親和銀行の単体計数を単純合算した計数
【3行合算+分割子会社】 :【3行合算】と親和コーポレート・パートナーズを単純合算した計数
【福岡銀行連結】 :福岡銀行グループ連結の計数
【熊本ファミリー銀行連結】 :熊本ファミリー銀行グループ連結の計数
【親和銀行連結】 :親和銀行グループ連結の計数
【福岡銀行単体】 :福岡銀行単体の計数
【熊本ファミリー銀行単体】 :熊本ファミリー銀行単体の計数
【親和銀行単体】 :親和銀行単体の計数
【親和銀行単体+分割子会社】:【親和銀行単体】と親和コーポレート・パートナーズを単純合算した計数

● 平成19年12月末の自己資本比率につきましては、現在算定中であり、確定次第別途開示いたします。

平成19年9月28日に株式会社親和銀行の株式を取得したため、株式会社親和銀行（及びその関連会社）は、当社
の連結子会社となりました。（みなし取得日平成19年9月30日）
株式会社親和銀行連結の損益については、当下半期（平成19年10月1日以降）からFFG連結決算に反映されます。
（株式会社親和銀行連結の19年度上期の損益は、FFG連結決算には反映されません。）

:福岡銀行グループ、熊本ファミリー銀行グループ、親和銀行グループの連結計数を
単純合算した計数
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1,975

1,333

538

217

1,751

1,348

599

▲ 227

-300

-100

100

300

500

700

900

1,100

1,300

1,500

1,700

1,900

１．損益の状況

FFG連結 3行グループ合算参考

業務粗利益

コア業務純益

n 損益の推移n 損益の推移

経常収益

第3四半期純利益

FFGFFG連結連結33行グループ合算行グループ合算

18/3Q 19/3Q

（単位：億円）

■業績サマリー
（億円）

Ø 経常収益は、貸出金利息等資金運用収益の拡大及び役務取引
等収益の拡大に努めた結果、1,975億円となりました。

Ø コア業務純益は、お客様サービス向上に向けた店舗改装等の
設備投資の増加及び経営統合にかかる諸経費の計上等により
538億円となりました。

Ø 経常利益は、信用コスト（前年同期の3行グループ合算と比
較すると大幅に減少）及び株式等関係損失の計上等により
392億円となりました。

Ø 四半期純利益は、以上より217億円となりました。

Ø 経常収益は、貸出金利息等資金運用収益の拡大及び役務取引
等収益の拡大に努めた結果、1,975億円となりました。

Ø コア業務純益は、お客様サービス向上に向けた店舗改装等の
設備投資の増加及び経営統合にかかる諸経費の計上等により
538億円となりました。

Ø 経常利益は、信用コスト（前年同期の3行グループ合算と比
較すると大幅に減少）及び株式等関係損失の計上等により
392億円となりました。

Ø 四半期純利益は、以上より217億円となりました。

（注1）記載金額は、単位未満を四捨五入して表示しております。
（注2）コア業務純益（538億円）＝業務純益（573億円）＋ 一般貸倒引当金繰入額（△50億円）－ 国債等債券損益（△16億円）
（注3）【　　】は、平成19年11月20日に発表したFFG連結の平成19年度通期業績予想。

親和銀行の損益は、当下半期の損益からFFG連結損益に反映されます。

（注1）「3行グループ合算」計数における株式等関係損益▲196億円には、子銀行が保有していたFFG株式の売却損▲181億円（福岡銀行▲180億円、　
　熊本ファミリー銀行▲1億円）が計上されております。なお、子銀行が計上した当売却損は、FFG連結決算上資本取引の対象となり損益が認識されな
　いため、FFG連結損益に与える影響はありません。

（注2）親和銀行及びその関連会社は、平成19年9月28日にFFGの連結対象子会社となりました。（みなし取得日平成19年9月30日）そのため、親和銀行
　連結の損益につきましては、当下半期からFFG連結損益に反映されます。（親和銀行連結の19年度上期の損益は、FFG連結損益に反映されません。）

経常利益　　　392億円

四半期純利益 217億円

経常収益　　1,975億円

コア業務純益　538億円

年度計画進捗率　73.1％

年度計画進捗率　68.8％

年度計画進捗率　70.0％

業 務 粗 利 益
資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益
特 定 取 引 利 益
そ の 他 業 務 利 益
うち 国 債 等 債 券 損 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）
① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 

コ ア 業 務 純 益    

② 不 良 債 権 処 理 額 
③ 特定海外債権引当勘定繰入額 

株 式 等 関 係 損 益
そ の 他 臨 時 損 益 等

特 別 損 益
④ うち 貸 倒 引 当 金 純 取 崩 益
⑤ うち 償 却 債 権 取 立 益
税 引 前 四 半 期 純 利 益 254 351

155 382

- - 
13 11

243 333
10 17

△9 9

(92) (△578)
△196 △196

155 △558
△1 △1

568 △31

△360 370

△50 △9
603 △37

785 36

40 △ 8
△ 15 △ 15

203 2
4 △13

1,339 △9
1,092 9

前年比

2,000 249経 常 収 益

△195
△8

臨 時 損 益 等

△1
(95)

105

業 務 純 益　  　 527

△529
△1

(△498)

- 
(△3)

532

△307

31
△68

△26

342

（信用コスト①+②+③-④-⑤）

△10

経常利益　     　

四 半 期 純 利 益 105

573

538

△180
155

206

220
△14
- 
0

21

△ 15
714

187
4
38

1,003
1
△13
△ 6
△ 11
40

- 
0
269

△197
9
273

299

144
108
89
16
- 
2

△4

0
71
△40
76

36

△53
51

△1
△1
23
25
- 
13
48

49

前年比

△7
△12
△12
1
- 
△ 2
△ 4
△4
△40
31

△5

29
△28
- 

(△80)
1
0

11
82

82

60
23
- 

　 福岡連結
+　熊本連結
（4月～12月）

親和連結
（10月～12月）

1,975
1,333

前年比

257
2

1,857
1,231

平成19年度
第3四半期

1,092

平成19年度
第3四半期

（9ヶ月）

202
4
34
△ 16
810
△50

△1
(92)
△18
△8

13
382

217

392
△11
- 

【2,700】

【570】

【310】
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福岡銀行単体
（単位：億円）

　　■業績サマリー

Ø 経常収益は、貸出金利息等資金運用収益の拡大により、前
年同期比+257億円の1,555億円となりました。

Ø コア業務純益は、貸出金利息の順調な伸びによる資金利益
の増加が経費の増加をカバーし、前年同期比+1億円の433
億円となりました。

Ø 経常利益は、福岡銀行が持つFFG株式（普通株式・第二種
優先株式）売却にかかる売却損を計上したため、前年同期
比▲220億円の206億円となりました。

Ø 四半期純利益は、以上より前年同期比▲148億円の115億
円となりました。

Ø 経常収益は、貸出金利息等資金運用収益の拡大により、前
年同期比+257億円の1,555億円となりました。

Ø コア業務純益は、貸出金利息の順調な伸びによる資金利益
の増加が経費の増加をカバーし、前年同期比+1億円の433
億円となりました。

Ø 経常利益は、福岡銀行が持つFFG株式（普通株式・第二種
優先株式）売却にかかる売却損を計上したため、前年同期
比▲220億円の206億円となりました。

Ø 四半期純利益は、以上より前年同期比▲148億円の115億
円となりました。

コア業務純益　433億円

経常利益　　　206億円

四半期純利益 115億円

（注1）記載金額は、単位未満を四捨五入して表示しております。
（注2）コア業務純益（433億円）＝業務純益（426億円）＋ 一般貸倒引当金繰入額（△8億円）－ 国債等債券損益（△15億円）
（注3）【　　】は、平成19年11月20日に発表した平成19年度通期の業績予想。

1,227

1,298

1,555

952 963 972

422 432 433

231
263

115
0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

n 損益の推移（3Q実績）n 損益の推移（3Q実績）
（億円）

19/3Q18/3Q17/3Q

業務粗利益

コア業務純益

経常収益

第3四半期
純利益

【2,010】
業務粗利益
資金利益
役務取引等利益
特定取引利益
その他業務利益
うち国債等債券損益
うち外為売買損益

経費（除く臨時処理分）
① 一般貸倒引当金繰入額 

コア業務純益    【625】

② 不良債権処理額 
③ 特定海外債権引当勘定繰入額 

株式等関係損益
その他臨時損益等
経常利益　     　 【400】

特別損益
④ うち貸倒引当金純取崩益
税引前四半期純利益

四半期純利益 【230】

△23 -

臨時損益等 △220

- 23

△2 △13 11

業務純益　  　 426

555

-

△4

430

533

（信用コスト①+②+③-④）

△13 14 △27

206 426 △220

115 263 △148

193 441 △248

△191
(28) (△22) (50)
△181 10

△1
37 1 36
△1

△216
433 432 1

△4
△8 - △8

22
8 6 2

△ 15 △ 2 △ 13
7 8 △ 1
4 17 △13
151 157 △6

963 9

平成19年度
第3四半期（9ヶ月）

平成18年度
第3四半期（9ヶ月） 前年同期比

811 781 30

1,555 1,298 257
972

（参考）
19年3月期

1,778
1,302
1,052
215

621

600

24
11
△ 2
9

330

△24
563

△15

経常収益

11

548

△58
45
△0
(33)

705
△23

経常収益　　1,555億円
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熊本ファミリー銀行単体

（単位：億円）

　　■業績サマリー

（注1）記載金額は、単位未満を四捨五入して表示しております。
（注2）コア業務純益（60億円）＝業務純益（64億円）＋ 一般貸倒引当金繰入額（△4億円）－ 国債等債券損益（0億円）
（注3）【　　】は、平成19年11月20日に発表した平成19年度通期の業績予想。

321

256
266

223

208
196

97
86

60

15

△475

△ 17

-100

100

300

n 損益の推移（3Q実績）n 損益の推移（3Q実績）
（億円）

19/3Q18/3Q17/3Q

業務粗利益

コア業務純益

経常収益

第3四半期
純利益

Ø 経常収益は、資産運用商品の販売増加による役務収益の拡大
等により、前年同期比+10億円の266億円となりました。

Ø コア業務純益は、調達コストの増加による資金利益の減少や
会計基準厳格化による仕組みローン評価損の計上（その他業
務利益）、経費の増加により前年同期比▲26億円の60億円
となりました。　

Ø 経常利益は、上記要因によるコア業務純益の減少に加え、株
式等関係損失▲13億円を計上した結果、▲7億円となりまし
た。（前年同期比では信用コストの減少により+517億円）

Ø 四半期純利益は、繰延税金資産取崩し▲8億円計上等により、
▲17億円となりました。なお、第3四半期（10月～12月）
の純利益は3億円となっております。

Ø 経常収益は、資産運用商品の販売増加による役務収益の拡大
等により、前年同期比+10億円の266億円となりました。

Ø コア業務純益は、調達コストの増加による資金利益の減少や
会計基準厳格化による仕組みローン評価損の計上（その他業
務利益）、経費の増加により前年同期比▲26億円の60億円
となりました。　

Ø 経常利益は、上記要因によるコア業務純益の減少に加え、株
式等関係損失▲13億円を計上した結果、▲7億円となりまし
た。（前年同期比では信用コストの減少により+517億円）

Ø 四半期純利益は、繰延税金資産取崩し▲8億円計上等により、
▲17億円となりました。なお、第3四半期（10月～12月）
の純利益は3億円となっております。

コア業務純益　 60億円

経常利益　　　▲7億円

四半期純利益 ▲17億円

経常収益　　　266億円

経常収益 【360】
業務粗利益
資金利益
役務取引等利益
その他業務利益
うち国債等債券損益
うち外為売買損益

経費（除く臨時処理分）
① 一般貸倒引当金繰入額 

コア業務純益    【81】

② 不良債権処理額 
③ 特定海外債権引当勘定繰入額 

株式等関係損益
その他臨時損益等
経常利益　     　 【15】

特別損益
④ うち貸倒引当金純取崩益
⑤ うち償却債権取立益
税引前四半期純利益

【5】

△15

0
△619

△570

△11
△618
△1

△644
619
-

(686)

170
67
26

106

△ 11
△ 13
0

四半期純利益

（参考）
19年3月期

351
264
255
19

平成19年度
第3四半期（9ヶ月）

平成18年度
第3四半期（9ヶ月） 前年同期比

181 194 △13

266 256 10
196 208 △12

17 14 3

0 △ 2 2
△ 3 0 △ 3

12
1 0 1

38
△4 58 △62

479

60 86 △26

-
49 536 △487
-

△5
(45) (594) (△549)
△13 △8

△17 △475 458

0 00
△9 △525 516

△1 △0 △1
△7 △524 517

業務純益　  　 64

136

-

△550

26

124

（信用コスト①+②+③-④-⑤）

- -

臨時損益等 △71

- -

△9 △7 △2
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　■業績サマリー■業績サマリー

親和銀行単体 親和銀行の損益は、当下半期の損益からFFG連結損益に反映されます。

（単位：億円）

（注1）記載金額は、単位未満を四捨五入して表示しております。
（注2）コア業務純益（95億円）＝業務純益（△213億円）＋ 一般貸倒引当金繰入額（306億円）－ 国債等債券損益（△2億円）
（注3）【　　】は、平成19年11月20日に発表した平成19年度通期の業績予想。

【10月～12月　サマリー】

Ø 19年上期に不良債権との訣別のため、大幅に貸倒引当金の積増し
を行いました。その結果、当第3四半期（10月～12月）の信用コ
ストは▲0億円となり、四半期純利益（10月～12月）は、47億
円となりました。

【10月～12月　サマリー】

Ø 19年上期に不良債権との訣別のため、大幅に貸倒引当金の積増し
を行いました。その結果、当第3四半期（10月～12月）の信用コ
ストは▲0億円となり、四半期純利益（10月～12月）は、47億
円となりました。

571

466

416
462

374

303

168

131

95

36

△ 448

△ 959
-300

-100

100

300

500

n 損益の推移（3Q実績）n 損益の推移（3Q実績）

（億円）

19/3Q18/3Q17/3Q

業務粗利益

コア業務純益

経常収益

※3Q実績は、4～12月までの累計を記載しております。

第3四半期
純利益

【4月～12月　サマリー】

Ø 経常収益は、貸出金利息、有価証券利息等資金運用収益の減少を主
因に、前年同期比▲50億円の416億円となりました。

Ø コア業務純益は、資金利益の低下による業務粗利益の減少を経費削
減にてカバーできず、前年同期比▲36億円の95億円となりました。

Ø 経常利益は、不良債権問題からの訣別のため、大幅に貸倒引当金の
積増しを行った結果、前年同期比▲535億円の▲903億円となり
ました。

Ø 四半期純利益は、固定資産減損損失等の計上により、前年同期比
▲511億円の▲959億円となりました。

【4月～12月　サマリー】

Ø 経常収益は、貸出金利息、有価証券利息等資金運用収益の減少を主
因に、前年同期比▲50億円の416億円となりました。

Ø コア業務純益は、資金利益の低下による業務粗利益の減少を経費削
減にてカバーできず、前年同期比▲36億円の95億円となりました。

Ø 経常利益は、不良債権問題からの訣別のため、大幅に貸倒引当金の
積増しを行った結果、前年同期比▲535億円の▲903億円となり
ました。

Ø 四半期純利益は、固定資産減損損失等の計上により、前年同期比
▲511億円の▲959億円となりました。

コア業務純益　 95億円

経常利益　 ▲903億円

四半期（4月～12月）純利益 ▲959億円

経常収益　　　416億円

四半期（10月～12月）純利益 　47億円

経常収益 【550】
業務粗利益
資金利益
役務取引等利益
その他業務利益
うち国債等債券損益
うち外為売買損益

経費（除く臨時処理分）
① 一般貸倒引当金繰入額 

コア業務純益    【128】

② 不良債権処理額 
③ 特定海外債権引当勘定繰入額 

株式等関係損益
その他臨時損益等

経常利益　     　 【△890】

特別損益
④ うち貸倒引当金純取崩益
⑤ うち償却債権取立益
税引前四半期純利益

四半期純利益 【△990】

- - -

△1
△1

-

△23 △3

臨時損益等 △690

-
(△0)

49

業務純益　  　 △213

210

-

△604

236

229

（信用コスト①+②+③-④-⑤）

△37

△20

△34 2 △36

△903 △368 △535

△959 △448 △511

4 1721
△937 △366 △571

△14
(940) (507) (433)
△12 2

-
655 602 53
-

△86

95 131 △36

△449
306 △91 397

△19
1 0 1
△ 2 14 △ 16
△ 14 15 △ 29
44 42 2

374 △71

平成19年度
第3四半期
（9ヶ月）

平成18年度
第3四半期
（9ヶ月）

前年同期比

274 317 △43

416 466 △ 50
303

（参考）
19年3月期

729
555
437
58

318

193

60
59
0

7
△570

△677

4
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総貸出金は、19/9末比+1,805億円増加し、57,647億円（前年同期比+4,390億円、年率+8.2％）となりました。

部門別では、個人部門が19/9末比+32億円（前年同期比+721億円、年率+5.0％）、法人部門は同+1,773億円（同+3,668億円、
年率+9.4％）となりました。

総貸出金は、19/9末比+1,805億円増加し、57,647億円（前年同期比+4,390億円、年率+8.2％）となりました。

部門別では、個人部門が19/9末比+32億円（前年同期比+721億円、年率+5.0％）、法人部門は同+1,773億円（同+3,668億円、
年率+9.4％）となりました。

総貸出金は、19/9末比+8億円増加し、9,569億円（前年同期比▲407億円、年率▲4.1％）となりました。

部門別では、個人部門が19/9末比+30億円（前年同期比+107億円、年率+3.8％）、法人部門は同▲22億円（同▲513億円、年
率▲7.2％）となりました。

総貸出金は、19/9末比+8億円増加し、9,569億円（前年同期比▲407億円、年率▲4.1％）となりました。

部門別では、個人部門が19/9末比+30億円（前年同期比+107億円、年率+3.8％）、法人部門は同▲22億円（同▲513億円、年
率▲7.2％）となりました。

総貸出金は、不良債権のオフバランス化等に伴う残高減少により、19/9末比▲178億円減少し、14,242億円（前年同期比
▲1,201億円、年率▲7.8％）となりました。

部門別では、個人部門が19/9末比+64億円（前年同期比+280億円、年率+9.4％）、法人部門は同▲242億円（同▲1,481億円、
年率▲11.9％）となりました。

総貸出金は、不良債権のオフバランス化等に伴う残高減少により、19/9末比▲178億円減少し、14,242億円（前年同期比
▲1,201億円、年率▲7.8％）となりました。

部門別では、個人部門が19/9末比+64億円（前年同期比+280億円、年率+9.4％）、法人部門は同▲242億円（同▲1,481億円、
年率▲11.9％）となりました。
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(1)貸出金の状況

3行合算

福岡銀行単体

熊本ファミリー銀行単体

２．資産・負債等の状況

親和銀行単体

熊本
ファミリー銀行

福岡銀行

親和銀行

貸出金末残（銀行別）貸出金末残（銀行別） 貸出金末残（セグメント別）貸出金末残（セグメント別）

個人

法人

（億円）（億円）

（単位：億円）

（注1）貸出金には、福岡銀行のFFG向け貸出金（19年12月末・19年9月末　1,200億円）及び熊本ファミリー銀行向け貸出金（19年12月末・19年9月末・19年3月末・18年12月末
　　　100億円）を含んでおります。

（注2）中小企業等貸出金比率は、特別国際金融取引勘定を除き算出しております。また19年9月末の中小企業等貸出金比率は上記FFG向け貸出金を中小企業等残高に含み算出しております
　　　が、19年12月末時点では、FFGの従業員数が300名を超過し大企業に分類されるため、中小企業等残高には含んでおりません。

78,676 79,091 77,883 79,822 78,676 79,091 77,883 79,82281,458

（注3）親和銀行の個人部門・法人部門のセグメント分類については、過去の計数を含め、分類基準を福岡銀行および熊本ファミリー銀行の基準に変更し集計しております。

81,458

（年率：％） 19/9末比 19/3末比 18/12末比

総貸出金 (3 .5% ) 81 ,458 1,636 2,367 2,782 79,822 79,091 78,676
個人部門 (5 .5% ) 21 ,227 126 473 1,108 21,101 20,754 20,119
法人部門 (2 .9% ) 60 ,231 1,509 1,894 1,674 58,722 58,337 58,557

ローン残高 (6 .9% ) 19 ,680 188 619 1,270 19,492 19,061 18,410
うち住宅ﾛｰﾝ (8 .7% ) 17 ,800 236 747 1,421 17,564 17,053 16,379

中小企業等貸出金比率 － 74.4% △  2.4% △  2 .4% △  2 .1% 76.8% 76.8% 76.5%

総貸出金 (8 .2% ) 57 ,647 1,805 3,839 4,390 55,842 53,808 53,257
個人部門 (5 .0% ) 15 ,029 32 240 721 14,997 14,789 14,308
法人部門 (9 .4% ) 42 ,618 1,773 3,599 3,668 40,845 39,019 38,950

福岡県内貸出金 (7 .5% ) 45 ,351 1,087 2,329 3,161 44,264 43,022 42,190

ローン残高 (5 .2% ) 14 ,769 57 268 734 14,712 14,501 14,035
うち住宅ﾛｰﾝ (6 .1% ) 13 ,502 82 314 776 13,420 13,188 12,726

中小企業等貸出金比率 － 70.5% △  3.4% △  2 .7% △  1 .9% 73.9% 73.2% 72.4%

総貸出金 (△  4 .1% ) 9 ,569 8 △  237 △  407 9,561 9,806 9,976
個人部門 (3 .8% ) 2 ,935 30 56 107 2,905 2,879 2,828
法人部門 (△  7 .2% ) 6 ,634 △  22 △  293 △  513 6,656 6,927 7,147

熊本県内貸出金 (6 .6% ) 8 ,064 605 551 503 7,459 7,513 7,561

ローン残高 (7 .4% ) 2 ,460 41 106 170 2,419 2,354 2,290
うち住宅ﾛｰﾝ (10 .7% ) 2 ,227 51 141 215 2,176 2,086 2,012

中小企業等貸出金比率 － 90.5% 0.3% 0.1% 0.3% 90.2% 90.4% 90.2%

総貸出金 (△  7 .8% ) 14 ,242 △  178 △  1 ,235 △  1 ,201 14,420 15,477 15,443
個人部門 (9 .4% ) 3 ,263 64 177 280 3,199 3,086 2,983
法人部門 (△  11 .9% ) 10 ,979 △  242 △  1 ,412 △  1 ,481 11,221 12,391 12,460

長崎県内貸出金 (△  2 .8% ) 8 ,989 0 △  587 △  259 8,989 9,576 9,248

ローン残高 (17 .6% ) 2 ,450 88 245 366 2,362 2,205 2,084
うち住宅ﾛｰﾝ (26 .2% ) 2 ,071 104 292 430 1,967 1,779 1,641

中小企業等貸出金比率 － 79.1% 0.0% △  1 .5% △  2 .7% 79.1% 80.6% 81.8%
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総資金（預金+NCD）は、19/9末比+1,516億円増加し、71,553億円（前年同期比+2,016億円、年率+2.9％）となりました。

部門別では、個人預金は、19/9末比+1,585億円（前年同期比+1,707億円、年率+3.6％）、法人預金は同▲643億円（同▲26億
円、年率▲0.1％）となりました。

総資金（預金+NCD）は、19/9末比+1,516億円増加し、71,553億円（前年同期比+2,016億円、年率+2.9％）となりました。

部門別では、個人預金は、19/9末比+1,585億円（前年同期比+1,707億円、年率+3.6％）、法人預金は同▲643億円（同▲26億
円、年率▲0.1％）となりました。

総資金は、19/9末比▲37億円減少し、11,760億円（前年同期比▲706億円、年率▲5.7％）となりました。

部門別では、個人預金は、19/9末比+1億円（前年同期比+32億円、年率+0.4％）、法人預金は同▲38億円（同▲208億円、年率
▲6.8％）となりました。

総資金は、19/9末比▲37億円減少し、11,760億円（前年同期比▲706億円、年率▲5.7％）となりました。

部門別では、個人預金は、19/9末比+1億円（前年同期比+32億円、年率+0.4％）、法人預金は同▲38億円（同▲208億円、年率
▲6.8％）となりました。

総資金は、19/9末比▲155億円減少し、20,592億円（前年比▲1,010億円、年率▲4.7％）となりました。

部門別では、個人預金は、19/9末比+136億円（前年同期比▲359億円、年率▲2.4％）、法人預金は同▲297億円（同▲669億
円、年率▲11.0％）となりました。

総資金は、19/9末比▲155億円減少し、20,592億円（前年比▲1,010億円、年率▲4.7％）となりました。

部門別では、個人預金は、19/9末比+136億円（前年同期比▲359億円、年率▲2.4％）、法人預金は同▲297億円（同▲669億
円、年率▲11.0％）となりました。
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(2)預金の状況

3行合算

福岡銀行単体

熊本ファミリー銀行単体

親和銀行単体

預金・NCD末残（銀行別）預金・NCD末残（銀行別） 預金・NCD末残（セグメント別）預金・NCD末残（セグメント別）

固定

流動

NCD

69,537 69,324 70,777 70,037 71,553

11,760

20,592

12,466
11,934 12,129

11,797

21,602 21,780 21,790 20,747
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（単位：億円）

（億円）（億円）

103,604 103,039 104,696 102,581 103,604 103,039 104,696 102,581103,904 103,904

熊本
ファミリー銀行

福岡銀行

親和銀行

（年率:％） 19/9末比 19/3末比 18/12末比

個人預金 (2.0%) 72,135 1,724 2,337 1,381 70,411 69,798 70,754
法人預金 (△ 3.2%) 27,491 △ 977 △ 3,509 △ 902 28,468 31,000 28,393
合計 (0.5%) 99,625 745 △ 1,172 478 98,880 100,797 99,147
流動性 (△ 2.6%) 54,493 △ 398 △ 3,579 △ 1,477 54,891 58,072 55,970
固定性 (4.5%) 45,133 1,145 2,407 1,956 43,988 42,726 43,177

総資金(預金+ＮＣＤ) (0.3%) 103,904 1,323 865 300 102,581 103,039 103,604

個人預金 (3.6%) 48,649 1,585 2,460 1,707 47,064 46,189 46,942
法人預金 (△ 0.1%) 19,224 △ 643 △ 2,374 △ 26 19,867 21,598 19,250
合計 (2.5%) 67,873 942 86 1,681 66,931 67,787 66,192
流動性 (△ 1.3%) 41,216 △ 297 △ 2,435 △ 530 41,513 43,651 41,746
固定性 (9.0%) 26,657 1,239 2,521 2,211 25,418 24,136 24,446

総資金(預金+ＮＣＤ) (2.9%) 71,553 1,516 2,229 2,016 70,037 69,324 69,537

福岡県内預金 (2.8%) 63,752 885 296 1,749 62,867 63,456 62,003

個人預金 (0.4%) 8,899 1 94 32 8,898 8,805 8,867
法人預金 (△ 6.8%) 2,861 △ 38 △ 108 △ 208 2,899 2,969 3,069
合計 (△ 1.5%) 11,760 △ 37 △ 14 △ 176 11,797 11,774 11,936
流動性 (0.3%) 4,237 132 35 14 4,105 4,202 4,223
固定性 (△ 2.5%) 7,523 △ 168 △ 50 △ 190 7,691 7,573 7,713

総資金(預金+ＮＣＤ) (△ 5.7%) 11,760 △ 37 △ 174 △ 706 11,797 11,934 12,466

熊本県内預金 (△ 0.2%) 10,565 40 131 △ 21 10,525 10,434 10,586

個人預金 (△ 2.4%) 14,586 136 △ 218 △ 359 14,450 14,804 14,945
法人預金 (△ 11.0%) 5,405 △ 297 △ 1,027 △ 669 5,702 6,432 6,074
合計 (△ 4.9%) 19,992 △ 160 △ 1,244 △ 1,027 20,152 21,236 21,019
流動性 (△ 9.6%) 9,040 △ 233 △ 1,178 △ 962 9,273 10,218 10,002
固定性 (△ 0.6%) 10,952 73 △ 65 △ 65 10,879 11,017 11,017

総資金(預金+ＮＣＤ) (△ 4.7%) 20,592 △ 155 △ 1,188 △ 1,010 20,747 21,780 21,602

長崎県内預金 (△ 3.1%) 15,376 28 △ 259 △ 499 15,348 15,635 15,875
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個人預かり資産（投資信託、個人年金、外貨預金、公共債）の残高は、19/9末比+139億円増加し、10,470億円（前年同期比
+1,999億円、年率+23.6％）となりました。

個人預かり資産（投資信託、個人年金、外貨預金、公共債）の残高は、19/9末比+139億円増加し、10,470億円（前年同期比
+1,999億円、年率+23.6％）となりました。

個人預かり資産の残高は、19/9末比+75億円増加し、998億円（前年同期比+366億円、年率+57.9％）となりました。個人預かり資産の残高は、19/9末比+75億円増加し、998億円（前年同期比+366億円、年率+57.9％）となりました。

個人預かり資産の残高は、19/9末比▲11億円減少し、2,061億円（前年同期比+321億円、年率+18.5％）となりました。個人預かり資産の残高は、19/9末比▲11億円減少し、2,061億円（前年同期比+321億円、年率+18.5％）となりました。
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(3)資産運用商品の状況

3行合算

福岡銀行単体

熊本ファミリー銀行単体

親和銀行単体

熊本
ファミリー銀行

親和銀行

個人預かり資産残高（銀行別）個人預かり資産残高（銀行別） 個人預かり資産残高（セグメント別）個人預かり資産残高（セグメント別）

個人年金

投信

外貨預金

公共債
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（億円）（億円）

（単位：億円）
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個人預金に対する割合
（％）

福岡銀行

13,528 13,528

5,396

（年率：％）

投資信託 (20.0%)
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14.3%

19年3月末

4,248

2,722

225

3,155

1,980

221

3,731

326

19.7%

268

3

123

8.2%

649

12.8%

767

474

1

2.0%

18.8%
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時価のある有価証券残高は、19/9末比▲656億円減少し、16,071億円となりました。

有価証券評価差額（含み損益）は、19/9末比▲42億円減少し、470億円となりました。

時価のある有価証券残高は、19/9末比▲656億円減少し、16,071億円となりました。

有価証券評価差額（含み損益）は、19/9末比▲42億円減少し、470億円となりました。

時価のある有価証券残高は、19/9末比+12億円増加し、2,277億円となりました。

有価証券評価差額（含み損益）は、19/9末比+1億円増加し、▲10億円となりました。

時価のある有価証券残高は、19/9末比+12億円増加し、2,277億円となりました。

有価証券評価差額（含み損益）は、19/9末比+1億円増加し、▲10億円となりました。

時価のある有価証券残高は、19/9末比▲700億円減少し、4,875億円となりました。

有価証券評価差額（含み損益）は、19/9末比▲60億円減少し、▲12億円となりました。

時価のある有価証券残高は、19/9末比▲700億円減少し、4,875億円となりました。

有価証券評価差額（含み損益）は、19/9末比▲60億円減少し、▲12億円となりました。

(4)時価のある有価証券の評価差額金

福岡銀行連結

熊本ファミリー銀行連結

親和銀行連結

（注）上記の平成19年12月末及び平成18年12月末の「評価差額」は、各月末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上して
　　　おります。（平成19年9月・3月末と同じベースで計上。）なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は、以下のとおりであります。

（単位：億円）

（単位：億円）

0 0

0 0 0 0

- -

60 0 △  0 -

- - - 8

- - - -

うち評価益 うち評価損 19/3末比 18/12末比

FFG連結

満期保有目的の債券

19年12月末

60 0 △  0 -

帳簿価額 含み損益19/9末比

福岡銀行連結

熊本ファミリー銀行連結

親和銀行連結

19/9末比

- - - -

- -

含み損益

18年12月末

△  0

-

△  8

時価のある有価証券残高は、19/9末比▲1,342億円減少し、23,197億円となりました。

有価証券評価差額（含み損益）は、19/9末比▲72億円減少し、424億円となりました。

時価のある有価証券残高は、19/9末比▲1,342億円減少し、23,197億円となりました。

有価証券評価差額（含み損益）は、19/9末比▲72億円減少し、424億円となりました。

FFG連結

その他有価証券

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

その他有価証券

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

その他有価証券

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

その他有価証券

株式

債券

国債

地方債

社債

その他 32

1

△  0

△  42

△  41

78

69

1

△  4

△  0

△  158

△  122

△  14

△  18

23

6

49

△  30

△  6

779

670

評価差額

18年12月末

△  60

△  5

15

 0

1

16

12

△  71

8

0

3

0

1

△  11

△  80

28

16

2

F
F
G
連
結

福
岡
銀
行
連
結

熊
本
フ
ァ

ミ
リ
ー

銀
行
連
結

親
和
銀
行
連
結

254 △  15 0

211 △  0 1

15 △  15 △  47

737 2 3 1 1 1

1  0  0

3 ,359 △  17 8 24 19 25△  45

4 ,308 △  15 11 26 20 26

313 18 45 28 △  75 △  60△  95

△  428

4 ,875 △  12 57 69 △  71 △  81△  700

1 0 0 - 0 △  10

643 2 3 1 4 6

8 0 0 0 0 01

12

1 ,485 △  0 6 6 11 14

2 ,136 2 9 8 15 2061

48

140 △  12 5 17 △  31 △  35

2 ,277 △  10 15 25 △  16 △  1612

△  48

4926 ,088 △  11 55

4 ,747 10 15 5847

66

11

10

0

△  76 △  60

26 40

71 97

3 ,770 △  72 3 75△  1 ,865 41 50

△  53324 5 71 1

△  255 △  236

8 ,841 △  61

1 ,143 543 561 18

19 80

16 ,071 470 635 165 △  200△  260△  42

17

2

時　価 評価差額19/9末比

19年12月末

1,575 473 92566

23 ,197 424

19/9末比うち評価益 うち評価損 19/３末比

671

△  130

56

247 △  72

18/12末比

15 ,279 △  30 8151

△  219

△  1 ,439

8 ,614 △  47 75△  1 ,862 28 38

2 0 3

551

544 △  129

6 ,121 16 21 5

2

6 ,343 △  19 55 74316

△  1 ,342

△  656

△  77

△  1 ,071

△  77

△  307

△  177
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344

431

345338368
312

427429435591

459459
506

444 518

0

500

1,000

1,500

18/12末 19/3末 19/6末 19/9末 19/12末

0

1

2

3

（174）
（246） （199） （201）（187） 100

196

99117110141

182
198234

305

233

219

224

237

224

0

250

500

750

18/12末 19/3末 19/6末 19/9末 19/12末

0

1

2

3

4

5

6

7

8

（％）

３．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示

金融再生法開示債権残高は、19/9末比+3億円増加し、1,234億円（前年同期比▲113億円）となりました。総与信に占める開示
債権の割合（不良債権比率）は、同▲0.06％減少し、2.10％（同▲0.40％）となりました。（部分直接償却前）

【参考】

　　部分直接償却を実施した場合の開示債権残高は、19/9末比▲10億円減少し、1,077億円（前年同期比▲132億円）となります。
また不良債権比率は、同▲0.07％減少し、1.84％（同▲0.41％）となります。

金融再生法開示債権残高は、19/9末比+3億円増加し、1,234億円（前年同期比▲113億円）となりました。総与信に占める開示
債権の割合（不良債権比率）は、同▲0.06％減少し、2.10％（同▲0.40％）となりました。（部分直接償却前）

【参考】

　　部分直接償却を実施した場合の開示債権残高は、19/9末比▲10億円減少し、1,077億円（前年同期比▲132億円）となります。
また不良債権比率は、同▲0.07％減少し、1.84％（同▲0.41％）となります。

福岡銀行単体 熊本ファミリー銀行単体 親和銀行単体＋分割子会社

3行合算＋分割子会社

開示債権残高は、19/9末比+28億円増加し、529億円（前年同期比▲154億円）となりました。（部分直接償却後）

　また、不良債権比率は、同+0.28％増加し、5.44％（同▲1.30％）となりました。

開示債権残高は、19/9末比+28億円増加し、529億円（前年同期比▲154億円）となりました。（部分直接償却後）

　また、不良債権比率は、同+0.28％増加し、5.44％（同▲1.30％）となりました。

開示債権残高は、19/9末比▲157億円減少し、2,634億円（前年同期比+451億円）となりました。（部分直接償却後）

　また、不良債権比率は、同▲0.85％減少し、18.11％（同+4.42％）となりました。

開示債権残高は、19/9末比▲157億円減少し、2,634億円（前年同期比+451億円）となりました。（部分直接償却後）

　また、不良債権比率は、同▲0.85％減少し、18.11％（同+4.42％）となりました。

452

1,318

374
535

446425

1,472
1,3081,390

1,374

863
945

323385 319

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

18/12末 19/3末 19/6末 19/9末 19/12末

0

5

10

15

20

2,165

2,791

（億円）

13.55%

2,1542,183

13.69%
14.09%

（％）

18.96%

　　　　※部直後

683

568

5.70%
5.56%

5.16%

破産更生
債権

危険
債権

要管理
債権

2. 34%

（2.09%）

1,320
（1,199）

1,347
（1,209）

2.50%

（2.25%） 2.41%

（2.19%）

（　）は部直後

1,231
（1,087）

2.16%

（1.91%）

開示不良債権残高・比率開示不良債権残高・比率

親和銀行単体＋分割子会社

熊本ファミリー銀行単体

福岡銀行単体

1,077

529

1,209 1,199 1,134 1,087

683 568

539 501

2,1542,183
2,165 2,791

2,634

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

18/12末 19/3末 19/6末 19/9末 19/12末

0

1

2

3

4

5

6

3,838

4,380

福岡銀行

熊本
ファミリー銀行

親和銀行

■開示不良債権残高（銀行別）■開示不良債権残高（銀行別）

5.10%

3,921
4,076

4.83%

5.39%

4.86%

【【部分直接償却後】部分直接償却後】　　

破産更生
債権

危険
債権

要管理
債権

　　　　※部直後

破産更生
債権

危険
債権

要管理
債権

（注）上記グラフの平成19年12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。また、各開示区
　　分の金額は、平成19年9月末から同12月末までの倒産・不渡り等の客観的な事実及び各子銀行の行内格付の変動を反映させた同12月末時点での債務者格付・自己査定基準に基づく
　　残高を記載しております。
　　　【債務者区分との関係】
　　　○破産更生債権及びこれらに準ずる債権・・・「実質破綻先」及び「破綻先」の債権　　　　○危険債権・・・「破綻懸念先」の債権　
　　　○要管理債権・・・要注意先のうち、債権毎の区分で「3ヶ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権
　　なお、熊本ファミリー銀行及び親和銀行（分割子会社含む）の開示債権額は、部分直接償却後の金額を記載しております。福岡銀行は部分直接償却を実施しておりませんが、参考と
　　して（　）内に部分直接償却を実施した場合の金額を記載しております。

（億円）

単位：億円
■開示債権残高（各子銀行の部分直接償却後の残高を合算しております。）

（億円） （億円）（％）（％）

※部直後

1,273
（1,134）

6.74%
539
501

1,234
（1,077）

2.10%

（1.84%）

18.11%

529

5.44%

2,634

4,239

5.11%

■保全率【19年12月末】（各子銀行の部分直接償却後の計数を合算しております。）
単位：億円

危険債権

要管理債権

正常債権

②総与信残高

総与信に占める金融再生法開示債権
①／② 5.11% △0.28% 0.01%

82,902 1,647 2,9972,277

78,662 1,787 2,833

①合  計（金融再生法開示債権） 4,239 △ 141 163

1,945 △ 137

1,555 △ 68 489

△ 324

19/9末比 18/12末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 739 64 △ 1△ 63

19年12月末 19/3末比

0.25%

494

△ 113

318

1,958

1,508 79.0%3,350 1,842金融再生法開示債権 4,239

引当金 担保・保証等 保全率債権額 保全等カバー
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４．デリバティブ取引

（1）金利関連取引

（注）ヘッジ会計適用分を除く

（単位：億円）

（2）通貨関連取引

（注）ヘッジ会計適用分を除く

（単位：億円）

（3）債券関連取引

（注）ヘッジ会計適用分を除く

（単位：億円）

（4）クレジットデリバティブ取引

（注）ヘッジ会計適用分を除く

（単位：億円）

（６）株式関連取引、商品関連取引、その他

該当ございません。

（５）複合金融商品関連取引

（注）ヘッジ会計適用分を除く

（単位：億円）

FFG連結

５．自己資本比率について

平成19年12月末時点の自己資本比率につきましては、現在算定中であり、確定次第開示いたします。

契約額等 時　価 評価損益 契約額等 時　価 評価損益

金利先物 982 △  2 △  2 1 ,096 △  1 △  1

金利 ｽﾜｯﾌﾟ 4 ,700 12 12 4 ,339 11 11

金利 ｽﾜｯﾌﾟｼｮﾝ 337 0 3 549 0 5

キャップ 757 △  0 1 778 △  0 1

フロア 87 0 0 93 0 0

合　　計 11 14 10 15

19年 9月末

取引所

19年 12月末
種　　類

店頭

区分

契約額等 時　価 評価損益 契約額等 時　価 評価損益

通貨 ｽﾜｯﾌﾟ 8 ,332 16 16 7 ,866 16 16

為替予約 357 1 1 543 2 2

通貨 ｵﾌﾟｼｮﾝ 443 0 0 308 0 0

合　　計 17 17 18 18

店頭

区分 種　　類
19年 9月末19年 12月末

契約額等 時　価 評価損益 契約額等 時　価 評価損益

債券先物 3 △  0 △  0 3 △  0 △  0

債券先物 ｵﾌﾟｼｮﾝ 10 0 0 - - -

合　　計 0 0 △  0 △  0

区分 種　　類
19年 12月末 19年 9月末

取引所

契約額等 時　価 評価損益 契約額等 時　価 評価損益

店頭 ｸﾚｼﾞｯﾄ・ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ・ ｽﾜｯﾌﾟ 85 △  0 △  0 50 △  0 △  0

合　　計 △  0 △  0 △  0 △  0

区分 種　　類
19年 12月末 19年 9月末

契約額等 時　価 評価損益 契約額等 時　価 評価損益

市場取引
以外の取引 複合金融商品（貸出金） 315 △  18 △  18 315 △  21 △  21

合　　計 △  18 △  18 △  21 △  21

19年 9月末
区分 種　　類

19年 12月末




